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Design-work of event display
2月 10日 ： オブジェクトの制作と種まき
9日に引き続きオブジェクトの制作を行っ
た。また発芽を早めるために水に浸して
おいた種子を蒔いた。
4　まとめ
本件のような学科を横断した作品制作を通した実践
経験は、他分野に対する知識を学び、物事の新しい捉
え方や価値観を見いだすために大きな役割を担うと考
えている。本研究の目的の一つであった、教員 - 学生
協働での作品制作による教育効果の向上については、
参加した学生の様子からも一通りの成果があったと言
える。また制作を進めていく過程で、コアメンバーと
サブメンバーに分かれることで、学生それぞれのモチ
ベーションに応じたプロジェクトとの関係性を築く事
ができ、前者はより積極的に制作に取り組み、後者は
状況に応じて参加する事が出来た。
作品の機能面から考えても、参加した子どもと親た
ちから「こんなディスプレイは初めてみた。感動した。」
▏
双葉は、貝割れ大根やラディッシュ、ソバなど発育の
早い品種を使用した。
サイズ（最大直径×高さ）：2500×450、1400×1200、
900×1000、300×600（単位mm)
布：パワーチュールと言われる、伸縮性が高く透過性
のある布地を使用。幅1.2メートル長さ25メートルを4
枚縫い合わせ、高さ3.5メートル付近に設置した。
3.3 オブジェクト制作
オブジェクトの制作は 12月 7日（木）～10日（日）の4
日間で主に中心となるメンバーで実施された。
2月7日 ：布の縫製
2月8日 ： 布の穴開け、設営
土のオブジェクトの位置を想定しなが
ら、布に穴を開け、既設の柱や照明等に
細いロープを用いて設営。
2月9日 ： 土のオブジェクトの制作
木材での構造制作、たい肥と木工用ボン
ドの混合、など作業を分担して行った。
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や「ママー、芽が出てる !」といった声を聞くことが出
来たり、親子で発芽した双葉や土の表情を覗き込むと
いうようなディスプレイを介しての親子のコミュニケ
ーション場面に制作メンバーが立ち会えたことは、学
内で実施したディスプレイデザインとしての目的の一
つを達成することが出来たと考える。その反面、子ど
もが土に触れようとすると「汚いから触っちゃだめ」と
嗜めた親もおり、考えさせられる事象でもあった。
本件が教育システムの一環として構築されているか
という視点から見れば、今回の手法が他の構成メンバ
ーであった場合には必ずしも適用出来るとは限らない
点もあり、まだまだ課題が多い事は否めない。教員個
人としては、個々の学生の特性を素早く見抜き、適切
な助言を行い、チーム全体の調和を整える必要がある
し、組織としては、学科間の連携や更なる機会の創出
など授業内外でのサポートも将来的には必要になって
くるだろう。
こういった意味でも本研究を通して多くの経験と課
題を得る事が出来た事は、大変有意義であったと考え
る。
謝辞
本研究の機会を与えて下さった釜賀子どもケア学科
長、斎藤デザイン学科長、あたたかく見守って下さっ
た坂准教授、そして本研究に参加してくれたデザイン
学科、映像メディア学科、子どもケア学科の学生の皆
さん、その他関係各位に大変お世話になりました。こ
の場を借りてお礼を述べさせていただきます。
▏
